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	応用
	抗原情報
	背景
	ミックスペア様ホメオボックス（MIXL1） MIXL1などのホモサピエンスホメオドメインタンパク質は、発生過程における細胞運命を制御する転写因子である（Hart et al., 2005 [PubMed 15982639]）。[OMIM提供、2008年3月] 機能：中内胚葉の適切な形態形成および内胚葉形成において中心的な役割を果たす転写因子。原条段階から血液細胞への効率的な分化に必要であり、中胚葉前駆細胞の血管芽細胞系および造血系へのリクルートメントおよび／または増殖の初期段階に作用する。また、胚発生期における心臓および腸の形態形成にも関与する。ブラキュリ発現の負の調節因子として作用する。,PTM：複数の部位でリン酸化されている。,類似性：ペアードホメオボックスファミリーに属する。,類似性：ホメオボックスDNA結合ドメインを1つ含む。,組織特異性：前駆細胞および二次リンパ組織に限定される。通常の造血においては、未熟なBリンパ球およびTリンパ球に限定される。分化中の胚性幹細胞に存在する（タンパク質レベル）。,
	研究分野
	-
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	PC12細胞溶解液のウェスタンブロット分析、MIXL1ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

